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多核種除去設備
Ｃ系スラリー移送ポンプ流量低下事象について

特定原子力施設監視・評価検討会

汚染水対策検討

ワーキンググループ

（第７回）

資料３

1



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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多核種除去設備(ALPS)全体系統図

処理水貯槽

：当該箇所
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

事象概要

 多核種除去設備（ＡＬＰＳ）は9/27 0:04よりＣ系のホット試験を開
始したが、9/27 22:00頃、バッチ処理タンク２Ｃからスラリーを移送す
る処理工程において、スラリー移送ポンプの流量が低下したことから、同
日22:37に処理中断を行い、循環待機運転に移行

 設備の確認状況
スラリー移送ポンプ：異常なし

排出ライン合流部～循環タンクの配管（バッチ処理タンク1Cからの排出）

：異常なし

バッチ処理タンク２Ｃ及び移送配管からの漏えい：漏えいなし

逆洗による閉塞事象の解消確認：変化なし

 9/28 16:04バッチ処理タンク2C水抜きによる内部点検のため循環待
機運転を解除し、系統を停止

バッチ処理タンク２Ｃ～スラリー排出ライン合流部間に
異物による閉塞の可能性ありと判断
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

バッチ処理タンク２Ｃ内部点検結果

バッチ処理タンク2Cの残水（スラリー）
の水抜きを実施し、カメラによる内部点検
を実施

その結果、ゴムライニング施工時に設置
した梯子によるライニング損傷防止のため
のゴムパッド（20cm×20cm程度、厚さ
3mm）と思われるものがドレン孔付近で
発見

当該ゴムパッドが設置されていた箇所に
設置されていないことを確認（２箇所中１
箇所）

足場によるライニング損傷防止のための
ゴムパッドは当初の位置に設置されている
ことを確認（４箇所）

バッチ処理
タンク

高さ
約6m

直径約3m

上部から
撮影

攪拌器

スラリー
移送配管

バッチ処理タンク概要
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

バッチ処理タンク２Ｃ内部点検結果

ゴムパッドが
離脱

ドレン孔

足場設置用
ゴムパッド(４箇所)

梯子用
ゴムパッド
(２箇所)

足場設置用
ゴムパット(４箇所)

ライニング補修用パッド
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

バッチ処理タンク２Ｃ内部点検結果

離脱した梯子用ゴムパッド

（ドレン孔付近で発見）

離脱せず当初の場所に残っていた

梯子用ゴムパッド

（固定されていたテープを

取り外し、寸法測定を実施）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

バッチ処理タンク１Ｃ内部点検結果

類似の工法で内部のゴムライニング施工を行ったバッチ処理タンク１

Ｃの水抜き作業、および内部点検を実施。

その結果、足場設置用ゴ

ムパッドに異常のないこ

と、および梯子設置用ゴ

ムパッドが設置されてい

ないことを確認

その他の異物がないこと

を確認

バッチ処理タンク１Ｃ内部写真

バッチ処理タンク内部の点検が終了したことから、

Ｃ系ホット試験による汚染水処理を再開（9/30 2:38）

また、バッチ処理タンク１Ｃ及び２Ｃのスラリーが異常なく排出

できることを確認（9/30 6:06、8:04）
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